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ほしい。 家族も死んだ、 おじいちゃんも死んだ、でも自分はこんな世界に生きていきたい。その世界がどんな世界なのかを考えてほ い。その世界が今の世界と全く同じ
ならば、何もしなく
てもいい。親 すねをかじって、
ずっと遊んで
い
てほ
しい。それが平和だと思う。でも、もし
そうじゃないならば、戦いに出かけてほしい。京都大学で
、公共政策大学院で、
二十
歳のいい
年になって勉強
しているということは、社会に
対する大きな責任を持って ると思います 僕ら東京大学じゃ
い
んだから
。どちらかという
と体制を変えていく方なんだから。そういう野心を持
って、そういう気概をもって
やってほし
いな。これからの日本をつくるのだという気でやってほ
しい
。
自分にも言い聞かせて
い
ます。
」 
（取材日
 
平成二十三年
十二月二十一日）
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